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新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、 
「サステナブルな買い物」に対する意識が変化した人は 3 割以上 

‐サステナブルな買い物に関する調査‐ 

URL：https://insight.rakuten.co.jp/report/20200624/ 

 

楽天インサイト株式会社は、「サステナブルな買い物に関する調査」（注）をインターネットで実施しま

した。今回の調査は、2020 年 5 月 26日（火）から 5 月 28 日（木）の 3日間、楽天インサイトに登録し

ているモニター（約 220万人）の中から、全国の 20代から 60代の男女 1,000人を対象に行いました。 

 

（注）「サステナブルな買い物」とは、環境・社会・経済に配慮した買い物のことを指します。 

 

 

■□ 調査結果 □■ 

 

■新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから、「サステナブルな買い物」に対する意識が強まっ

た人は 3割超。特に女性 20代と女性 60代では 4割超 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、「サステナブルな買い物」に対する意識に変化があっ

たかどうかを聞いたところ、全体では 32.9％が「強まったと思う」「やや強まったと思う」と回答した。 

性年代別では「強まったと思う」「やや強まったと思う」の合計が、女性 20 代が 41.8％で最も高く、

次いで女性 60代の 41.1％となった。一方、男性 40代、男性 50代では、「強まったと思う」「やや強まっ

たと思う」の合計が 2割程度（それぞれ 21.0％、22.9％）と他の性年代よりも低い結果となった。 

 

◇新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから『サステナブルな買い物』に対する意識に変化が

あったか（n=1,000：全員回答）単一選択 単位：％ 



 

 

 

■新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから「サステナブルな買い物」を意識するようになっ

た理由は、「節約意識が高まったため」「家で過ごすことが増え、暮らし方を見直すようになったため」

「健康や安全への関心が高まったため」 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、「サステナブルな買い物」への意識が「強まったと思

う」「やや強まったと思う」と回答した人に対してその理由を聞いたところ、「節約意識が高まったため」

が最も高く 45.3％となった。次いで、「家で過ごすことが増え、暮らし方を見直すようになったため

（44.7％）」、「健康や安全への関心が高まったため（42.6％）」、「買い物に行く頻度が減り、以前より何を

買うか考えてから買うようになったため（41.6％）」の順となっている。 

 上位 2項目を性年代別でみると、「節約意識が高まったため」は男性 60代の 61.8％が、「家で過ごすこ

とが増え、暮らし方を見直すようになったため」は女性 40代の 55.6％が、全体および他の性年代と比べ

て高い結果となった。 

 

◇新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから、「サステナブルな買い物」を以前より意識するよ

うになった理由（n=329：新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから、『サステナブルな買い物

（環境・社会・経済に配慮した買い物）』に対する意識が「強まったと思う」「やや強まったと思う」と回答

した人）複数選択 単位：％ 

 

(ｎ)

強まった

計

全体 (1,000) 32.9

男性 20代 (84) 36.9

男性 30代 (93) 34.4

男性 40代 (119) 21.0

男性 50代 (105) 22.9

男性 60代 (102) 33.3

女性 20代 (79) 41.8

女性 30代 (90) 34.4

女性 40代 (117) 30.8

女性 50代 (104) 37.5

女性 60代 (107) 41.1

※2％未満のグラフスコアは非表示（％）

＊全体との差が、■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下
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■新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、「一回あたりのお買い物量を増やし、一度にまとめて買

い物する」ことを約半数の人が意識 

具体的に、買い物に対するどのような意識や行動に対して新型コロナウイルス感染症拡大の影響があ

ったのかを聞いたところ、「一回あたりのお買い物量を増やし、一度にまとめて買い物する」ことを「意

識するようになった」「やや意識するようになった」人の合計が 48.1％と最も高く、次いで「必要最低限

のものだけを買う」（41.8％）となった。 

「意識するようになった」においての上位 3項目では「マイバッグを積極的に利用する」（17.8％）が

最も高く、次いで「一回あたりのお買い物量を増やし、一度にまとめて買い物する」（17.4％）、「レジ袋

は使わない」（14.8％）となった。 

他方、「意識しなくなった」、「やや意識しなくなった」の合計でみると、「一回あたりのお買い物量を減

らし、こまめに買い物する」が最も高く 24.2％であった。 

 

◇新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから、買い物に関する意識や行動に変化があったか

（n=1,000：全員回答）単一選択 単位：％ 
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全体 (329) 45.3 44.7 42.6 41.6 33.7 33.4 32.2 30.4 23.7 15.5 12.5 0.6

男性 20代 (31) 48.4 29.0 35.5 12.9 25.8 29.0 22.6 22.6 19.4 29.0 19.4 0.0

男性 30代 (32) 46.9 43.8 43.8 28.1 28.1 25.0 21.9 40.6 31.3 15.6 12.5 0.0

男性 40代 (25) 52.0 52.0 40.0 44.0 40.0 28.0 24.0 28.0 24.0 12.0 20.0 0.0

男性 50代 (24) 37.5 37.5 37.5 37.5 20.8 37.5 25.0 33.3 8.3 8.3 8.3 0.0

男性 60代 (34) 61.8 47.1 47.1 44.1 20.6 8.8 38.2 20.6 20.6 14.7 2.9 0.0

女性 20代 (33) 36.4 45.5 45.5 42.4 24.2 36.4 45.5 45.5 21.2 12.1 21.2 3.0

女性 30代 (31) 54.8 45.2 32.3 54.8 51.6 51.6 19.4 22.6 9.7 9.7 16.1 0.0

女性 40代 (36) 38.9 55.6 36.1 33.3 36.1 38.9 33.3 33.3 22.2 22.2 8.3 0.0

女性 50代 (39) 41.0 53.8 48.7 46.2 41.0 41.0 41.0 30.8 33.3 15.4 10.3 0.0

女性 60代 (44) 38.6 36.4 52.3 63.6 43.2 36.4 40.9 27.3 36.4 13.6 9.1 2.3

＊全体との差が、■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 ※全体で降順ソート（%）

※（n=30）未満は参考値
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(n=1,000)

意識するよ

うになった計

一回当たりのお買い物量を増やし、

一度にまとめて買い物する
48.1

必要最低限のものだけを買う 41.8

長い目で見て必要になりそうなものを

買っておく
38.7

すぐに必要になるものだけを買う 34.6

自分の消費で人を応援したい 33.9

長く使えるもの、

繰り返し使えるものを選ぶ
33.3

マイバッグを積極的に利用する 33.3

レジ袋は使わない 30.1

価格が品質に見合っているか

よく検討してから買う
27.4

割引や特売の商品を購入する 27.3

事前に商品について

よく調べてから買い物する
23.9

自給自足できるものは

なるべく買わない
23.5

ごみをなるべく出さない買い方をする 22.6

とにかく安くて経済的なものを選ぶ 21.1

全国各地を応援する商品を

積極的に買う
20.6

多少値段が高くても、

品質や素材の良いものを買う
20.4

自分が住んでいる地元の商品を

積極的に買う
19.6

生産や製造に関わる人の生活や

人権に配慮した商品を選ぶ
19.3

環境や社会問題の解決に取り組む

企業や生産者の商品を選ぶ
18.1

周囲の人やSNS、ネットなどの

情報を参考に商品を購入する
18.1

自家用車ではなく徒歩や自転車、

公共交通を利用して買い物に行く
17.9

環境への負荷が小さい商品を選ぶ 17.0

売上の一部が環境や社会のために

寄付される商品を選ぶ
16.7

化学物質や添加物を使っていない

商品を選ぶ
16.0

エコ素材やリサイクル素材を使用した

商品を選ぶ
15.3

電化製品、自家用車などは

省エネルギー商品を選ぶ
14.7

自分の感性と直感を頼りに

商品を購入する
12.8

一回あたりのお買い物量を減らし、

こまめに買い物する
12.5

認証ラベル・マークがついた商品を

なるべく買う
11.6

新品を買わずに、中古品を買ったり、

借りたりシェアしたりする
11.1

※3％未満のグラフスコアは非表示（％）
※「意識するようになった計」で降順ソート
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■「スーパーマーケット」で購入した商品の持ち運びで最もよく利用するものは、「持参したマイバッグ

やマイバスケット」が 7割以上 

前述の通り、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて「マイバッグを積極的に利用する」、「レジ

袋は使わない」を意識するようになった人はそれぞれ 3割を超えた。さらに、マイバッグやレジ袋の利用

実態を把握するため、購入場所別で商品の持ち運びに最もよく利用するものを聞いたところ、「スーパー

マーケット」では「持参したマイバッグやマイバスケット」が 76.4％となった一方で、「レジ袋や紙袋」

は 21.2％にとどまる結果となった。 

 「スーパーマーケット」の次に「持参したマイバッグやマイバスケット」を利用するという回答が多か

った場所は、「地元の商店街」で 46.6％、次いで「ドラッグストア」が 39.1％、その他の場所ではそれぞ

れ 2割程度にとどまった。 

 

◇購入した商品の持ち運びに最もよく利用するもの（n=994：すべての購入場所で「この場所では買わ

ない」を選択した人を除く回答者全員）単一選択 単位：％ 

 

 

■マイバッグを使う理由で最も多いのは「レジ袋が有料だから」 

購入した商品の持ち運びに「持参したマイバッグやマイバスケット」を最もよく利用する人にその理由

を聞いたところ、「レジ袋が有料だから」という回答が 71.8％と最も多く、次いで「環境にやさしいから」

（40.0％）が多い結果となった。 

 性年代別にみると、女性 30～50代で「レジ袋が有料だから」と答えた人が全体と比べ多く、男性 20代

と男性 40代では少なかった。また、「環境にやさしいから」は女性 40～60代で全体と比べ高く、男性 20

～40代では低かった。 

 

◇マイバッグを使う理由（n=805：いずれかの購入場所で商品の持ち運びに最もよく利用するものが

「持参したマイバッグやマイバスケット」と回答した人）複数選択 単位：％ 
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地元の商店街 (603)

ドラッグストア (970)

ホームセンター (882)

雑貨店・バラエティーショップ (848)

デパート・百貨店 (736)

書店 (849)

コンビニエンスストア (926)

衣料品店 (914)

※2％未満のグラフスコアは非表示（％）
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■マイバッグを使わない理由で最も多いのは「レジ袋をゴミ袋として活用しているから」 

 一方、いずれの購入場所でも商品の持ち運びに最もよく利用するものとして「持参したマイバッグや

マイバスケット」と答えなかった人に対し、マイバッグを使わない理由を聞いたところ、「レジ袋をゴミ

袋として活用しているから」が最も高く、40.7％だった。次いで、「レジ袋を無料でもらえるから」が 38.1％、

「マイバッグの持参が面倒だから」が 29.6％となった。 

 

◇マイバッグを使わない理由（n=189：いずれの購入場所でも商品の持ち運びに最もよく利用するもの

が「持参したマイバッグやマイバスケット」ではない人）複数選択 単位：％ 
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全体 (805) 71.8 40.0 28.6 28.4 26.1 22.4 22.4 20.2 6.5 4.2 3.0 2.2 1.9 1.7 1.2 2.5

男性 20代 (55) 60.0 27.3 41.8 27.3 16.4 25.5 16.4 16.4 10.9 12.7 7.3 7.3 0.0 5.5 1.8 1.8

男性 30代 (65) 70.8 27.7 26.2 23.1 23.1 16.9 7.7 16.9 7.7 4.6 7.7 4.6 4.6 6.2 0.0 3.1

男性 40代 (83) 53.0 25.3 26.5 14.5 26.5 13.3 12.0 16.9 7.2 2.4 3.6 1.2 1.2 3.6 2.4 6.0

男性 50代 (72) 76.4 40.3 16.7 26.4 25.0 18.1 18.1 12.5 1.4 1.4 1.4 0.0 0.0 0.0 2.8 4.2

男性 60代 (86) 69.8 43.0 19.8 31.4 24.4 25.6 22.1 19.8 8.1 0.0 0.0 1.2 2.3 1.2 1.2 4.7

女性 20代 (71) 73.2 39.4 36.6 29.6 22.5 22.5 15.5 31.0 5.6 8.5 1.4 4.2 2.8 0.0 0.0 1.4

女性 30代 (77) 79.2 40.3 32.5 23.4 26.0 15.6 27.3 22.1 5.2 2.6 1.3 1.3 0.0 0.0 1.3 1.3

女性 40代 (111) 82.9 46.8 33.3 36.0 27.0 21.6 31.5 15.3 7.2 2.7 2.7 0.9 1.8 0.0 0.0 0.9

女性 50代 (85) 77.6 50.6 34.1 40.0 27.1 27.1 34.1 18.8 5.9 5.9 2.4 1.2 2.4 1.2 1.2 0.0

女性 60代 (100) 69.0 48.0 22.0 28.0 36.0 34.0 28.0 31.0 6.0 5.0 4.0 3.0 3.0 2.0 2.0 2.0

＊全体との差が、■は＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下 ※全体で降順ソート（%）
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■「食品」の買い物頻度がコロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから減った人が 4割 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前と受けた後で、買い物の頻度の変化を 5 つのカテゴ

リ別（「食品」、「水・ソフトドリンク」、「アルコール飲料」、「日用品・生活雑貨」、「衣服・下着類」）に聞

いたところ、5カテゴリのすべてにおいて、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前よりも受け

た後の買い物頻度が減った人が 2割以上を占める結果となった。特に「食品」カテゴリでは、減った人の

割合が高く約 4割となった。 

頻度の内訳を見ると、「食品」カテゴリでは影響前は「週に 3～4 日くらい」が 30.2％で最も高かった

が、影響後は「週に 2日くらい」が 29.5％で最も高い結果となった。また、「衣服・下着類」カテゴリで

は、影響前は 3.9％であった「買わない」の回答が、影響後は 14.7％と 10ポイント以上高くなる結果と

なった。 

 

◇買い物頻度（新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前／影響を受けてから（後））（n=1,000：

全員回答）単一選択 単位：％ 
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全体 (189) 40.7 38.1 29.6 16.4 14.3 12.7 12.2 10.1 6.3 4.8 2.1 1.1 3.7 14.8

※全体で降順ソート（%）
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■「食品」の購入場所で「ショッピングセンター」、「衣服・下着類」の購入場所で「衣料専門店」など

が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた後で減少 

さらに、5カテゴリそれぞれの普段の買い物場所を、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前

と受けた後で聞いたところ、「食品」カテゴリでは「ショッピングセンター」、「水・ソフトドリンク」カ

テゴリでは「コンビニエンスストア」、「日用品・生活雑貨」カテゴリでは主に「ホームセンター」、「ディ

スカウントストア」が普段の買い物場所と答えた人などが、影響後では減る結果となった。 

特に「衣服・下着類」カテゴリでは、「衣料専門店」、「ショッピングセンター」、「百貨店」が普段の買

い物場所と答えた人が、新型コロナウイルス感染症拡大の影響前から影響後で大きく減る結果となった。

例えば、「衣料専門店」が普段のお買い物場所と答えた人が、影響前は 61.1％だったのに対し、影響後は

41.0%と 20ポイント以上の減少となっている。 

 

◇普段、お買い物をする場所（新型コロナウイルス感染症拡大による影響を受ける前／影響を受けてか

ら（後））（n=988：「食品」、「水・ソフトドリンク」、「アルコール飲料」、「日用品・生活雑貨」、「衣服・下

着類」のいずれも「買わない」と回答した人を除く回答者全員）複数選択 単位：％ 

(ｎ=1,000)

※3％未満のグラフスコアは非表示（％）
※影響前より影響後の頻度が高かった人を「増えた」、同じ人を「変わらない」、低かった人を「減った」として集計
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百貨店 雑貨店・バ
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ホームセン

ター

家具・家

電量販店

その他

(980) 95.8 28.8 20.3 15.5 14.0 12.7 7.4 6.3 3.1 2.6 0.8 3.0

(976) 91.4 26.0 19.6 7.6 10.9 14.8 6.1 3.1 1.8 1.8 0.7 3.6

※「影響前」で降順ソート（%）
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(901) 73.3 34.6 24.6 12.9 12.2 8.3 3.0 1.7 1.3 0.9 0.7 3.2

(879) 69.6 29.7 23.2 16.3 10.9 4.7 3.3 1.9 0.7 0.8 0.8 3.8

※「影響前」で降順ソート（%）
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(739) 69.8 21.8 17.6 14.9 10.6 7.4 2.8 2.7 2.2 0.9 0.8 5.7

(710) 65.1 20.8 14.8 11.8 12.8 4.4 3.0 2.7 1.1 0.7 1.1 6.8

※「影響前」で降順ソート（%）
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※「影響前」で降順ソート（%）
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■新型コロナウイルス感染症拡大の影響前後で重視していたことやしていきたいことの差分が大きい暮

らし方・生き方意識は「個人の幸せだけでなく社会全体のことを考えていきたい」 

 改めて回答者全員に「新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前に、重視していたこと」「新型

コロナウイルス感染症拡大の影響を受けてから、今後（も）重視していきたいこと」を 7つの領域（「暮

らし方・生き方」「人間関係・コミュニケーション」「健康」「仕事」「環境社会」「情報」「政治・社会問題」）

に分けてそれぞれ聞いた。 

「暮らし方・生き方」領域では「個人の幸せだけでなく社会全体のことを考えていきたい」（＋7 ポイ

ント）、「穏やかで静かな生活を送りたい」（＋5 ポイント）が、重視していたと回答した人よりも今後重

視していきたいと回答した人の方が高く、5ポイント以上の差が見られた。 

その他の領域において、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受ける前に重視していたと回答した

人よりも今後重視していきたいと回答した人の方が高かった。5 ポイント以上の差を確認できた項目は、

「人間関係・コミュニケーション」領域で「家族とのつながりや時間を大切にしたい」、「健康」領域で「病

気の予防になることを積極的に取り入れていきたい」、「積極的に体を動かしたい」、「情報」領域で「デマ

やうわさに惑わされないようにしたい」、「政治・社会問題」領域で「政治問題に関心をもっておきたい」、

「社会問題に関心をもっておきたい」となった。 

 

◇新型コロナウイルス感染拡大の影響前に重視していたこと／新型コロナウイルスの影響を受けてか

ら、今後（も）重視していきたいこと（n=1,000：全員回答）複数選択 単位：％ 



 

 

 

 

 

(ｎ=1,000)

新型コロナウイルスの

影響を受ける前に、

重視していたこと

新型コロナウイルスの

影響を受けてから、

今後（も）重視して

いきたいこと

差分

個人の幸せだけでなく社会全体のことを考えていきたい 13 20 7

穏やかで静かな生活を送りたい 39 43 5

大切な人との「愛」のある暮らしを楽しみたい 26 30 4

モノやお金にとらわれず、心の充実した生活をしたい 25 28 3

周囲の人の為になる生き方をしたい 15 18 3

田舎で暮らしたい 9 12 3

時間は有意義に使いたい 35 38 3

ゆったりした時間を過ごしたい 40 43 3

安定した暮らしを送りたい 46 49 3

家族を優先した生き方をしたい 28 30 2

自分自身の成長のためにできることから行動にしていきたい 21 22 1

好きなことを我慢せずにやっていきたい 29 27 -1

自分自身を優先した生き方をしたい 16 14 -1

自分らしさや個性を大切にしたい 27 25 -2

挑戦し続ける人生を送りたい 16 14 -2

経済的にゆとりある生活をしたい 43 40 -2

まわりの人から評価される人間になりたい 16 13 -3

刺激や変化に富んだ生活を送りたい 12 9 -4

都会で暮らしたい 14 9 -4

家族とのつながりや時間を大切にしたい 40 45 5

友人とのつながりや時間を大切にしたい 30 30 0

人づきあいに時間を取られるより、自分ひとりの時間を大切にしたい 22 21 0

気の合う人たちだけと関わって過ごしたい 23 22 -1

できるだけ多くの人と幅広く関わり、人間関係を広げていきたい 15 13 -2

病気の予防になることを積極的に取り入れていきたい 31 40 9

積極的に体を動かしたい 28 35 8

規則正しい生活を送りたい 37 41 4

食べる物は体に良いものを選びたい 35 38 3

美容に気を遣った生活を送りたい 20 18 -2

安定した収入が得られる職場で働きたい 32 35 2

自分自身にベストな環境を選び、転職も積極的に検討したい 14 15 1

収入が増えるよりも、十分な休みが取れることを優先したい 18 19 1

プライベートと仕事を両立できる職場で働きたい 29 29 0

できれば1つの会社で長く働きたい 21 18 -4

働きがいややりがいのある職場で働きたい 25 22 -4

社会経済に貢献をしたい 14 18 4

地方の取り組みに貢献できることをしたい 11 14 4

自然と共に生きる暮らしを大切にしたい 17 20 3

自分のふるさとに貢献できることをしたい 12 15 3

近所や近隣地域のコミュニティや取り組みに貢献できることをしたい 12 15 3

環境のために自分にできることから取り組みたい 21 23 3

デマやうわさに惑わされないようにしたい 35 49 14

より多くの情報を取り入れて自分の生活に活かしていきたい 23 26 3

自分から積極的に情報を発信していきたい 7 8 1

トレンドや流行には敏感でいたい 13 10 -3

政治問題に関心をもっておきたい 21 32 11

社会問題に関心をもっておきたい 25 32 7

環境問題に関心をもっておきたい 23 27 4

人権問題に関心をもっておきたい 16 19 3

※「差分」でカテゴリ内降順ソート （％） （ポイント）

情報

政治・社会問題

暮らし方・生き方

人間関係
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健康

仕事

環境

社会



【調査概要】 

調査エリア    ： 全国 

調査対象者    ： 20歳～69 歳 男女  

回収サンプルサイズ： 1,000サンプル 

調査期間     ： 2020年 5月 26日（火）から 5月 28日（木） 

調査実施機関   ： 楽天インサイト株式会社 


